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・ミヤマクワガタ  

 

標高の高い山間部によく見られ、人間の手つかず

の自然が残る環境を好む。 

市民からの目撃情報はなく、調査員による確認の

みである。かつては、市街地でも多少の目撃はあっ

たが、近年は気候の変化（温暖化）や市街地化など

生息環境の変化に伴い、減少していると考えられる。 

・ノコギリクワガタ  

 

平地から山地まで生息し、クヌギ・コナラ等に集

まる。 

C 地区での目撃が多いように、山間部のほか、市

街地部でも見受けられる。大きな減少には至ってい

ないと考えられる。 

 

・マツモムシ  

 

生活環境が限られているため市民からの目撃情報

はなかった。かつては、市内の水田などで頻繁に見

かけたが、水田の減少など、水環境の変化により減

少していると考えられる。 

 

 

・ミズカマキリ  

 

B 地区、C 地区で目撃情報があるように、比較的

現代環境に適応した種といえるが、水田、池などの

環境変化によってその数を減らしていると考えられ

る。 

 

・ハンミョウ  

 

成虫の大きさは 2cm 程で、春から秋まで日当た

りのよい舗装されていない道路や山道、河原などで 

見かけることがある。ハンミョウの目撃情報が２件

と少ないが、 動きが速いため目撃するのが稀である

ことや、土の露出している道が減ったことなどが理

由と考えられる。 
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・イボタガ  

 

里山の雑木林などを主な生息地とし、かつては緑

地やその周辺の住宅地にも生息していたが、現在は

東京都の絶滅危惧種に指定している貴重な種であ

る。市内で幼虫が１件（生息地が１か所）確認され

た。 

 

 

・ホソオチョウ  

 

40 数年前に東京都日野市で初めて野生化した個

体が発見された北東アジアからの外来生物である。

東京を中心とした都県、京都府、神戸市、山口県な

どで生息が確認されている。あきる野市での生息は

今回の調査で初めて確認された。今までの国内の観

察例では、発見場所での生息は一時的な場合が多く、

定住しないことが知られている。定住しない原因は

不明である。 

・ツマグロヒョウモン  

 

北上種の代表であり、近年、あきる野市でも全域

で普通に見られるようになった。繁殖は 4 月から

11 月頃まで年数回行われる。食草はスミレ類で、

パンジーやビオラなどの園芸種も食べる。 

 

  

（標本） 
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平成 21（2009）年、平成 22（2010）年、平成 24（2012）年データはあきる野市自然環境調査（ガ

サガサ調査）による。 

平成 23（2011）年データは、あきる野市自然環境調査（調査員によるガサガサ調査による）による。ま

た、水生昆虫調査は、主にトンボやヤゴのみ実施。 

平成 16（2004）年データは、東京都西多摩建設事務所「平井川生物調査委託報告書」（2005）を参照。

△はガサガサ調査箇所下流で確認された種。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RD 種名
平成24年

9月9日

平成23年

9月17日

平成22年

8月22日

平成21年

9月13日

平成16年

7月25日

マツモムシ 0 0 0 1 ○

ミズカマキリ 0 0 2 1 ×

ヘビトンボ 2 0 多 5 ○

ヒラタドロムシ亜科の一種 数匹 ― 12 3 ○

都VU ツチガエル（成体） 0 0 1 1 ×

都VU ツチガエル（幼体） 0 0 0 4 ×

国NT,都VU トウキョウダルマガエル（幼体） 3 0 1 0 ×

都VU トウキョウダルマガエル（成体） 1 1 0 0 ×

アカガエル属の一種 ― ― ― ― ○

＊ ヌカエビ 多 数十 多 30 ○

＊ スジエビ 多 2 多 140 ○

外来種 アメリカザリガニ 9 2 12 4 ○

＊ サワガニ 4 0 1 1 △

カワニナ 0 0 0 1 ○

シジミ 0 0 0 2 ○

プラナリア 0 0 1 17 ×

その他

両生類

甲殻類

トンボ以外

の

水生昆虫

EX:絶滅 EW:野生絶滅 CR:絶滅危惧ⅠA 類 EN:絶滅危惧ⅠB類 VU:絶滅危惧Ⅱ類 NT:準絶滅危惧  

DD:情報不足 ＊:留意種 －:データ無し ・:非分布 
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◇主な水生生物 

・平井川 

  

カワムツ ジュズカケハゼ 

 

期間中に実施した 4 回の調査では、国内外来種のカワムツが一定の割合を占め安定し

ているのに比べ、在来種で生活環境が重複するオイカワやウグイは全く採集されなかっ

た。 

調査地点は緩やかな流れの砂礫底が多く、以前はシマドジョウやジュズカケハゼが数

多く採集された場所であるが、本調査では特にシマドジョウの数が少なく、ジュズカケ

ハゼも年によって数にばらつきが見られた。 

・秋 川 

3 地点での調査では、上流域、下流域ともに国内外来種のカワムツが高い割合を占め

た。特に下流域では、オヤニラミ、ムギツクが加わり、国内外来種が圧倒的に多かった。

上流域では、近年絶滅が危惧されているスナヤツメが確認できた。 

また、留意種であるスジエビとヌカエビが、平井川ではごく普通に見られたが、秋川

ではほとんど採集されなかった。 
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3 普及活動 

市民参加型の調査を次のとおり実施した。 

（１）ウォンテッド調査 

市内全戸を対象に哺乳類、両生類、昆虫類、鳥類、爬虫類（ヘビ類）それぞれの目撃

情報募集チラシ（P.83参照）を時期をずらして配布し、その目撃情報を募った。予想以

上に多数の情報が寄せられ、市民の関心の高さが示された。情報件数は、次のとおりで

ある。 

（調査結果の詳細については、各調査結果一覧を参照） 

 

（２）ガサガサ調査 

タモ網を使って魚類・底生生物を捕獲し、種類ごとに大きさと数を記録する調査は、

通称「ガサガサ調査」と呼ばれ、市民でも参加しやすい調査である。また調査人数が多

いと採集できる種数が増え、生息の有無をより正確に知ることができる。そこで、普及

活動を兼ねて市民参加によるガサガサ調査を実施した。また、経年変化を見るために、

平井川・新開橋から下流120ｍの区間で、ほぼ同様の時期に数年前から調査している市

内の団体と協力して実施した。 

調査概要は次のとおりである。 

場所 平井川新開橋下から下流 120ｍ 

対象者 市民（子どもを含む） 

募集の方法 市広報、ホームページ及びチラシ 

実施日 参加者 

平成 21 年 9 月 13 日（日） 29 名 

平成 22 年 8 月 22 日（日） 44 名 

平成 23 年 9 月 17 日（土） ※増水のため中止（調査員のみで実施） 

平成 24 年 9 月 9 日（日） 29 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調査結果の詳細については、P.125～128参照） 

 哺乳類 両生類 昆虫類 鳥類 ヘビ類 合計 

情報数 
（ ）内は市民情報 

979 
（376） 

425 
（273） 

231 
（136） 

656 
（130） 

393 
（360） 

2,684 
（1,275） 

市民参加によるガサガサ調査 捕獲された生物の仕分け作業 
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競合による生態系への影響などが心配される。すでに、あきる野市でも住宅被害、農業

被害、生態系被害が発生している。 

アライグマは、平成 17（2005）年に施行された「特定外来生物による生態系に係

る被害の防止に関する法律」（以下「外来生物法」という。）によって特定外来生物に指

定され、防除の対象になった。神奈川県では、アライグマ防除計画を策定して一斉防除

を開始し、平成 21（2009）年 8 月までに捕獲数が 5,000 頭を超えたと報告されてい

る。東京都では多摩地域の自治体が、鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律（鳥獣

保護法）に基づく捕獲許可を得て、農業被害などに対応してきた。 

平成 14（2002）年、あきる野市が農業被害に対応してアライグマ 6 頭を捕獲した

のが、東京都におけるアライグマ捕獲の最初の報告記録である。その翌年から、西多摩・

南多摩各自治体のアライグマ捕獲許可申請による捕獲が始まり、平成 19（2007）年

までに約260頭を捕獲している。神奈川県の5,000頭に比べると微々たるものであり、

繁殖による個体数の増加に追い付かない状況と思われる。 

都条例によって、平成 18（2006）年に里山保全地域に指定された横沢入地区で、

平成 20（2008）年２月に、食いちぎられたアカガエルの死体 40 個体余が発見され

た。田の畔に残された足跡と調査員による無人カメラによる撮影によって、アライグマ

による食害と判断された。横沢入里山管理市民協議会などによる東京都環境局へのアラ

イグマ防除要請によって、都による調査捕獲が始まり、平成 25（2013）年 2 月現在

10 数頭が捕獲されている。 

あきる野市は、平成 24（2012）年 11 月から生態系被害に対するアライグマの捕

獲を開始した。まず、横沢入地区周辺から地域住民の協力を得て捕獲を開始しており、

市内全域を対象にした捕獲体制に発展して継続される予定である。しかし、アライグマ

の行動域は、地形や食物などの条件にもよるが、1 晩に 5km 位移動することがあると

の研究報告もあり、多摩地域全域での実施が期待されるところである。 

◇クリハラリス（タイワンリス）（特定外来生物） 

平成 21（2009）年 10 月末に、ウォン  

テッド調査のチラシが全戸配布されて数日後

に、市民から 7 件のクリハラリスの情報が市

に寄せられた。引田地区、渕上地区、上代継

地区、下代継地区と続く秋川左岸崖線緑地帯

からの目撃情報であった。翌年 2 月、調査員

によって、落葉後のケヤキ林で 6 個の樹上巣

が確認され、2 頭のクリハラリスの追尾行動

が見られた。 

クリハラリスは東南アジア、中国南東部、台湾に分布するリスで、クリハラリスとい

う和名は、背面が灰褐色で腹面が赤いものに対してつけられた名であるが、日本に持ち

込まれて野生化したものは、台湾南部に生息し地域変異で腹面が淡い灰褐色の個体なの

で、一般にはタイワンリスと呼ばれている。 
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倒伏が目立ったこと、もう一つには、河川敷は増水によってカヤネズミの生息地が一気

に失われる危険性があり、増水時に避難できる連続した緑地が必要であるが、さまざま

な人工物によって生息地が孤立化していることが挙げられる。 

さらに課題として挙げられるのは、草刈りの問題である。河川敷や休耕地の一部では、

公共機関をはじめ、地域住民及び地権者によって草刈りが実施されている。草刈りは、

生活環境や植生管理の面から大切な役割を果たしているが、実施時期や方法によっては、

カヤネズミの繁殖に大きな影響を与える可能性がある。市民への意識啓発と協力が望ま

れるところである。 

◇コウモリ類（国・都指定絶滅危惧種を含む） 

 

コウモリ類は翼手目に属する哺乳類で、日本で約 35 種の生息が確認されており、げ

っ歯目（ネズミやリスの仲間）の次に種類の多い哺乳類である。しかし、夜行性で観察

が難しく、種の同定も難しい。そのため冬眠や季節移動による生息地の移動など、その

生態については、まだまだ研究が進んでいないのが実情である。 

市内のコウモリ類については、東京都高尾自然博物館研究報告第 21 号別冊「東京都

奥多摩地域のコウモリ類」に報告されている。 

本調査では、上記の調査報告をもとに、各種類が飛翔する場所やねぐらから出巣する

ものをバットディテクターを用いて周波数による種の推定と目視、写真撮影による確認

を行った。 

これにより市内の河川上空を中心に、アブラコウモリ、モリアブラコウモリ、モモジ

ロコウモリの生息を確認した。網代地区の弁天山にある洞窟内でキクガシラコウモリ、

養沢地区（上養沢）の鍾乳洞内でコキクガシラコウモリの生息も確認した。 

上記５種のほか、今回の調査期間以外でヤマコウモリ、ヒナコウモリの生息も確認し

ている。キクガシラコウモリやコキクガシラコウモリは森林内で採餌するのに対し、ヤ

マコウモリ、ヒナコウモリは、ナイター照明の点灯している橋の上空やグランド上空な

どの比較的高い位置で採餌している。アブラコウモリ、モリアブラコウモリは、川沿い

や空き地、田畑の上空の比較的低い位置を飛翔し採餌しているのが確認できた。モモジ

ロコウモリは、秋川の水面すれすれに飛翔し採餌している様子が撮影された。 

コウモリは一晩で体重の 3 分の 1の重量の昆虫を捕食しているため、生息には豊かな

環境が必要である。東京近郊でこれだけ多くのコウモリ類が生息しているのは、秋川渓

ヤマコウモリ ヒナコウモリ 
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いるなど、産卵場所の環境が悪化しているケースが多く見られた。 

平成 23（2011）年 3 月に、市民団体の協力を得て、市の森林レンジャーあきる野

と共に、産卵が確認されている池の一つで溜まった土砂を取り除く作業を行った。市内

には、他にも同様の作業をすることで、産卵環境を維持できる場所が各所にある。今後、

計画的に作業を行い、産卵地を保全することが望まれる。 

また、アライグマによるトウキョウサンショウウオの食害は、各地で報告されている

が、本調査中にも、アライグマの食害と思われる成体の死骸が数か所で確認された。産

卵場所へのアライグマの侵入防止対策は、すでに市民団体を中心に試されているが、特

効的な手立てはなく、特定外来生物であるアライグマに対する捕獲事業の充実が期待さ

れる。 

③昆虫類 

◇オオムラサキ（国指定準絶滅危惧種） 

オオムラサキは日本の国蝶であり、里山

を代表するチョウである。市内では A、B

地区で幼虫、成虫が確認できた。成虫は隣

接するＣ地区の一部でも見つかった。 

現在の市内の環境は、生息に問題はない

と考えられるが、オオムラサキの市内での

生息を維持するためには、オオムラサキに

焦点を合わせた保護策が必要になっている。

具体的には、幼虫の食樹であるエノキの保

護管理及び幼虫が越冬する落ち葉の保全で

ある。幼虫のひそむエノキの落ち葉を掃いたり焼却すると、越冬に影響する恐れがある。

すでに市内の樹数は少ないので、行政による保護樹としての指定と落ち葉の管理につい

ての周知、啓発が必要である。また、成虫はクヌギやコナラを主体とした雑木林で生活

するので、今後、雑木林の適正管理を推進し、生息環境を維持することが必要である。 

◇アカボシゴマダラ（外来種） 

アカボシゴマダラは、中国大陸から人為

的に持ち込まれたと考えられており、要注

意外来生物に指定されている。平成 7

（1995）年に当時の埼玉県浦和市で野生

化した個体が初めて発見され、その後関東

地方を中心に分布を広げてきた。今回の調

査で、近縁種のゴマダラチョウと同じくら

いの目撃情報数があり、あきる野市におい

ても定着した生息状態になっていると考

えられる。幼虫がエノキを食樹（食草）としているので、同じエノキを食樹とするオオ

ムラサキ、ゴマダラチョウとの競合が危惧されている。 
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年 7 月 1 日に初めて確認したという報告がある。本調査でも、平成 21（2009）年 9

月13日のガサガサ調査で13匹（全魚類の18％）が採集されたものの、平成22（2010）

年 1 匹（同 0.6％）、平成 23（2011）年 0匹、平成 24（2012）年０匹となってお

り、平井川では定着しなかった可能性が高い。 

今回の調査では確認されなかったが、市内で発見されている特定外来生物の魚類とし

ては、コクチバス（通称：ブラックバス）とブルーギルがいる。秋川漁業協同組合によ

れば、コクチバスは秋川下流域で確認情報があり、ブルーギルは多摩川河川敷（多摩橋

下流）の池に定着している。 

 

（２）注目すべき環境 

①水辺環境 

水辺には池、沼、河川の他に、谷戸や崖線に浸み出した湧水が作り出す湧水湿地、石

積みや木杭で作られた用水路、水田等があり、水辺は絶滅危惧種が集中する環境のひと

つといわれる。本調査で生息が確認された絶滅危惧種であるトウキョウサンショウウオ、

トウキョウダルマガエル、ニホンアカガエル、ヤマアカガエル、アカハライモリ、ホト

ケドジョウなどは、いずれも水辺環境を必要とする種である。 

こうした水辺環境は近年全国的に激減しているが、あきる野市もその例外ではない。

市内に残されたわずかな水辺環境を今後どうやって保全をするかは、多くの生物の絶滅

の是非に関わる重要課題である。 

本調査で訪れた市内にある水辺環境のいくつかを紹介する。 

◇中高瀬耕地周辺（平井川流域・草花地区） 

新開橋から平高橋までの平井川左岸に広がる中高瀬耕地では、面積は減少したものの、

今も農家の努力によって貴重な水田が営まれている。また、中高瀬耕地南側の平井川右

岸には、秋留台地からの地下水が湧き出る、平井川沿いで最も水量の豊富な湧水池があ

る。本調査では、このエリアでトウキョウダルマガエルの生息が確認された。現在、中

高瀬耕地を縦断し、湧水池のある崖線緑地を分断する都道の建設が進められており、自

然環境に配慮した保全対策が期待される。 

◇草花丘陵（草花地区～菅生地区） 

草花地区から菅生地区に広がる草花丘陵には、いく筋もの沢が流れている。今回の調

査では、沢の水を求めて集まる様々な哺乳類や野鳥の姿が無人カメラでとらえられた。

また、調査員によって観察例の少ないヤマシギとタゴガエルが確認された。 

沢沿いにできた水溜りでは、トウキョウサンショウウオやホトケドジョウの生息が確

認された。しかし、沢の多くは水量が乏しく、水溜りが干上がり、沢が伏流化してしま

うことも少なくない。 

また、菅生地区にも、沢の水が溜まってできた池があり、トウキョウサンショウウオ、

モリアオガエル、ヤマアカガエル、ホトケドジョウの他、止水性トンボ各種が確認され

た。 
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て宅地化されたり、資材置場などになっていることも多い。 

また、社寺は境内や裏手に池を持つことが多く、モリアオガエルやトウキョウサン  

ショウウオの産卵場所を提供している。 

◇小さな生息地 

住宅の庭やベランダに放置されている発泡スチロールの箱や古い水ガメ、畑に置いて

ある使わなくなった風呂桶などに水が溜まり、トンボ（昆虫類）やカエル（両生類）の

生息地となっている。林野に近いところでは、モリアオガエルの産卵場所にさえなって

いた。ある家では水ガメを用意し、毎年トウキョウサンショウウオに産卵場所を提供し

ている様子が見られた。また、常に水が流れている側溝の中やその上に置いてあった機

械にも、モリアオガエルが産卵していた。 

  水ガメを利用して産卵した 

トウキョウサンショウウオ 

側溝の上に置いてあった機械に 

産卵したモリアオガエルの卵塊 

②崖線緑地帯 

秋留台地の南端と秋川との間に細長く形成されている秋川左岸崖線緑地帯は、崖面に、

ケヤキ、アラカシ、シラカシ、イヌシデ、スギ、ヒノキなどの高木が林冠を形成し、亜

高木のヤブツバキ、低木のアオキなどが複層構造を構成する樹林に、竹林が縞模様のよ

うに入り込んだ樹林帯で形成されている。コナラは高木が少数あるだけで、長い年数放

置されてきたと思われる樹林が、緑の回廊（コリドー）を形成している。 

上流部は、秋川渓谷のⅤ字谷の崖面の樹林帯に接続し、河川敷が広がる中流域の山田

大橋付近から下流へ、河川敷の外側を縁取るように崖線緑地帯が約 6km 下流の多摩川

合流地点近くまで続いている。崖線の上側は古い集落に新しい住宅地が加わり、下側の

河川敷は田畑に利用されたり、深く台地が浸食されて古くから集落が発達した場所もあ

る。近年、崖線部での造成や道路の拡幅により、緑地帯が分断されるケースも見受けら

れる。 

緑地帯に設置した熱センサーカメラには、タヌキ、アナグマ、キツネ、テンなどの里

山の哺乳類のほかに、外来生物であるハクビシンやアライグマが度々撮影され、一部の

区域にはクリハラリスの繁殖集団が見られた。このような環境では、これら哺乳類の生

息を可能にする「自然」が存在していることを示している。 

近年、緑地帯は、開発や高木伐採、道路拡幅などによって分断が進んでいるが、あき

る野市の山地の森林と住宅地の公園樹林や屋敷林を結ぶ緑の回廊として、多くの種類の

野生動物たちの移動経路となっていたり、生活の場所としての役割を果たしてきた。
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